8-4-25　マネジメントシステム委員会

1. マネジメントシステム委員会予算

14,500,000円

2. 主な活動の記録
(1) 委員会の運営方針

昨年度から発足時の「システム改善」「品質向上」「環境配慮」の3専門委員会に、「PFI」「PM」の2専門委員会を加え、5つの専門委員会により活動を始め、広くマネジメントの実効性向上と、普及拡大を目指し、管理、業務の両面から活動を進めた。
委員会の活動目的は次の4点に関連する調査・研究および広報とした。①マネジメントシステムの実効性向上、②業務成果のエラー防止と業務プロセス品質の向上、③環境配慮設計の推進、④PMおよびPFI業務の拡大。

(2) 委員会の開催

委員会は9回開催した。

(3) 要望と提案
平成19年度「建設コンサルタント白書」の「マネジメント事業への拡大」「環境配慮の推進」「品質管理の方法」「業務プロセスと照査の改善」および「設計責任の明確化」を執筆した。

(4) マネジメントセミナーの開催

平成17年度まで実施していた「品質セミナー“マネジメント”」を5つの専門委員会合同で、新たに「マネジメントセミナー」として、各支部の協力を得て、9支部9会場で平成17年7月に開催した。PFI及びPMといったマネジメント業務の拡大をテーマにしたセッションが加わり、前年のセミナーを上回る会員から293社634名、発注者から17団体47名と40%増の参加をいただき、初期の目的を達成した。
セミナーと同時に実施したアンケート調査結果から各セッションとも高い評価を得て、86%の方々から今後の継続開催を要望された。
(5) 技術委員会「品質セミナー“エラー防止のために”」に参加

「品質に関する発注者への要望と提案」と題し、成果品だけでなく業務プロセス自体の品質向上も重要で、建設コンサルタントと発注者の双方に、管理技術とりわけコミュニケーションの増強が必要であることを解説した。

(6) PFIセミナーの開催

PFI専門委員会では、「運営段階に入ったPFI事業の実状と課題～アドバイザリーの役割を踏まえて～」と題して、行政側の担当者を講師に迎えて「PFIセミナー2006」を2月9日に開催した。セミナーでは「西遠地区新構想高騰学校（仮称）整備事業」、「尼崎の森中央緑地スポーツ健康増進施設整備事業」及び「名古屋港におけるPFI事業の推進について」の3事業について講演・質疑がなされた。
(7) PM/CM業務の実態調査など

PM専門委員会では、「建設マネジメントの方向性について」と題して、国総研濱田建設マネジメント研究官を迎えて、「PM専門委員会セミナー2006」を6月6日に開催した。
3. 次年度の活動について

当委員会の目的を達成するために、昨年に引き続き「マネジメントセミナー」を開催し、昨年の課題を踏まえてさまざまな情報提供と事業の啓蒙に務める。また、各専門委員会の連携を図りながら、外部の学識経験者、他企業などを招き勉強会を開催するなど、技術、システム等の向上に努める。

さらに、PFIおよびPMにおける建設コンサルタントの役割拡大は、協会中期行動計画の課題の一つであり、活躍が期待されるそれぞれのセミナー等を通して理解と普及活動の充実拡大を図る。
（マネジメントシステム委員会委員長
石井良昌）






